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２０２５（令和７）年１１月号（通算３８８号） 

 
 

 

 
10月5日、春岡地区大運動会が春岡小学校にて開催されました。当日はさまざまな楽

しい競技が行われ、ひしゃくリレーでは見事 3 位に入賞。また、大縄跳びでは参加者全
員がリズムを合わせ、気持ちよく跳ぶことができました。 
小さなお子様からベテランの方まで、幅広い年齢層の皆様にご参加いただき、東三番

街らしい一体感のある運動会となりました。 
ご参加・ご声

援くださった皆
様、そして運営
にご協力いただ
いた皆様、あり
がとうございま
した。 

 
 
 
 
 

10 月 13 日(月、祝)に恒例の春野地区(除く春野一区、市営春野団地)の敬老祝賀会が開

催されました。地区の対象者は、年々増加し、今年は１０１３名、敬老会参加者は１４２

名、東三番街では対象１５０名、参加者１４名となりました。欠席者には記念品としてお

茶をお届けしました。 

当日は、伊豆地方に被害をもたらした、台風 22、23 号の影響で湿度の高い曇天、会

場設営の多数のスタッフにより大宴会場(？)に様変わりした春野小学校体育館は感染予防

に換気窓全開、徒歩やマイクロバス送迎でおいでになる招待者を笑顔全開でお出迎えし、

昼１２時、2025 敬老会スタートとなりました。開会挨拶に続き、清水市長の祝辞、記念

撮影、ビールやらお茶やら好みのもので乾杯し、チラシ寿司のお弁当をひろげ、お土産の

紅白饅頭をチラリと確認しつつ会食が始まりました。アトラクションは、依田さんによる

尺八演奏や揃いの着物で踊る大宮音頭に大和心を刺激され、フラダンスで癒やされた後、

みんなで歌おうのコーナーに突入、ここでピアノの蓋が開かない問題発生、そこは蓄積さ

れた経験値の高さを発揮してアカペラでやり切っ

て無事終了となりました。 

こんな地域密着型の敬老会です、皆様に楽しん

でいただけたなら幸いです。常連の方も、そうで

ない方も次回の参加をお待ちしています。 

最後に司会の山本会長、ラストを飾る招待者代

表感謝の言葉を担当された三橋さん、自治会役員

の皆様、その他関わってくださった方々、ありが

とうございました、お疲れ様でした。             （厚生文化 新田）  

春岡地区市民大運動会 報告 

益々のご健勝を：敬老会体験談 

ひしゃくリレーで運んだ水の総量 
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1. クビアカツヤカミキリの幼虫の駆除状況 

桜を食い荒らす特定外来生物のクビアカツヤカミキリの幼虫による被害に

ついて、深作川沿いおよび公園の桜 200 本のうち 14 本が確認されまし

た。これに対し、7 月から計 3 回の駆除作業を実施し、早期の対応が奏功

した結果、現時点で 13本の被害木からの幼虫の駆除を完了しました。 

残る 1 本についても、4 回目の駆除作業を予定しており、完全駆除を目指

します。 

なお、綾瀬川の桜並木（73 本）にも、被害が出ているため深作自治会と

11月初めに駆除作業を行います。 

＊薬剤は、さいたま市環境局から無償供与した頂いています。 

2. 遊水地内のゲート 2 箇所が新しくなりました。 

遊水地内のゲートについて、昨年 12月に破損・落下していたものを、今

年 8月に新しいゲートへ交換しました。 

従来のゲート（写真上）は、鉄製で重く、移動用のローラが付いているた

め、池が浸水した際に錆びやすく、泥などが付着しやすい構造でした。 

新しいゲート（写真下）は、これらの問題点を解消するため、錆びにくい

ステンレス製で、軽量なポール型へと改善されています。 

＊さいたま市県土事務所で、既製品をカストマイズして3本チェインの

ポールにしていただきました。 

3. 身近な自然を楽しむイベントのご紹介 

「一般社団法人 GarnCloss」は、「葦（よし）を使った隠れ家づく

り」や「遊水地の小枝で作る鉛筆づくり」など、自然の楽しさや奥

深さを子どもたちに伝える活動を行っています。 

その魅力的なイベントは Instagram でも話題となり、和光市や

草加市など遠方から参加されるお子様も増えています。 

＜春野の皆様！＞ 

この活動は団地のすぐそばで、気軽に参加できるのが最大の

魅力です。ぜひこの機会に、お子様、お孫様とご一緒に、身

近な自然を体験してください。皆様のご参加をお待ちしてお

ります！開催日は、自治会より随時掲示案内いたします。 

◆ 環境専門委員 新メンバー募集のお知らせ 

私たちの活動に、一緒に取り組んでいただける新メンバーを募集しています。 

「環境専門委員」というと、特別な専門知識が必要だと誤解される方もいますが、

私たちは、「地域の環境を少しでも良くしたい」と考える、ごく普通のおじさん、

おばさんの集まりです。 

話し合いは真面目に取り組みますが、雰囲気はいつも和気あいあいとしており、冗

談も飛び交う明るい会です。 

私たちの身近な周辺環境をより良くするために、あなたも一緒に活動しませんか。 

ご参加を希望される方は、自治会までお知らせください。心よりお待ちしております！ 

深作多目的遊水地協議会、環境専門委員からのお知らせ 
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第 7 回定例役員会（Ｒ7/10/19 実施）の主な議事内容について 

 

【報告事項】 

・春岡地区市民大運動会実施報告について 

・環境専門委員会定例会報告[10/11] 

  クビアカツヤカミキリの対策経過など 

・9月分資源物回収実績について 

・はるおかふれあいフェスティバル第3回実行委員会報告 [10/18(土) ]  

・春岡地区敬老祝賀会・実施報告について 

・管理組合実施。団地内一斉清掃について[10/26(日) 8：00～9:00 ] 

・秋のプラごみゼロウイークの手順について[10/26(日) 9：00～] 

・Windows11対応ノートパソコンの購入報告について 

・Windows11対応ノートパソコンの設定方法について 

・もちつき大会の準備状況について 

・自治会収支状況について 

・荒井産業解体住民説明会 [2026/1/17(土) 10：00～春岡公民館 ] 

 

【協議事項】 

・もちつき大会の日程について 12/14 に変更 （承認） 

・自治会だより 11 月号記事内容について （承認） 

 

【行事日程等】 

・秋のプラごみゼロウイーク[10/26（日）9:00～] 

・下期自治会費徴収 [10/26（日）11:00～] 

・定例役員会[11/15（土）19:00～] 

・はるおかふれあいフェスティバル [11/16（日）9:00～16:00] 

・防災訓練[11/23（日）8:00～] 

・はるおかふれあいフェスティバル反省会 [12/6（土）9:00～] 

・もちつき大会 12/14(日)に変更 

・定例役員会[12/20（土）19:00～] 

・第 3 回管理組合。自治会連絡会[12/21（日）10:00～] 

 

  

１０月定例役員会について（議事内容報告） 
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令和７年度 防災訓練を下記の要領で実施します。 

今年も大地震直後に居住者がなすべき行動と、「誰も取り残さない防災」がテーマと

なっています。 

 

日時：令和７年１１月２３日（日曜日）午前９時より 

第１部：居住者避難訓練 

第２部：防災資機材の紹介及び救出機材訓練 

＊詳細は、ぼうさい News 第１６号（２０２５年１１月版）をご参照ください。 

皆様のご参加をお願いいたします。 

 

 

 

 

資源物回収対象品目は、下の７品目です。 

 

新聞（チラシを含む）、雑誌、段ボール、紙類（紙箱等）、衣類、牛乳パック、アルミ缶 

 

①  資源物回収日： １１月 ２日（日） １１月１６日（日） 

  １２月 ７日（日） １２月２１日（日） 第一、第三日曜日 

 

集会所玄関前に当日の朝６：００から１２：００までの間にお持ちください。 

※回収日を間違わないよう、ご確認をお願いします。 

また、回収時間を過ぎて出さないようにお願いします。 

回収されなかった資源物はお持ち帰りください。 

 

②  資源物回収状況 

１０月  1,440 ㎏ （含む、アルミ缶  20 ㎏） 

前年比  70.2％ 

収益 牛乳パック    40 円 

アルミ缶       800 円 

１〜１０月累計  

 16,490 ㎏ （含む、アルミ缶  220㎏） 

前年比    102.4％ 

 

 

 

■ １０月１９日（日）に、第７回目の定例役員会が行われました。 

■ １１月定例役員会日程：１１月１５日（土）１９：００～２１：００ 

■ 防災訓練       １１月２３日（日） 

■ もちつき大会     １２月１４日（日） 

1１、１２月資源物回収日と１０月資源物回収状況 

 

 

 

 
 
 
 

 

連 絡 事 項 

 

 

 

 
 
 
 

防災訓練を行います 
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～地名の由来～「七里村」は七つの村が合併したから 

 

いつの時代も市町村の合併はそれぞれの主張や思惑があって大変です。明治中頃まで、

全国の町や村の７割はその戸数が１００戸以下で、自治制を行うには小さすぎました。

そこで、ひとつの町や村が３００戸～５００戸になるよう、明治２３年に全国の町や村

の大合併が進められました。膝子村区域では膝子村、東宮下村、大谷村、猿ヶ谷戸村、

風渡野村、東門前村、新堤村の７つの村を合併させることになりました。しかし、旧大

宮市の中で新村案で（仮）深作村（のちの春岡村）と（仮）膝子村（のちの七里村）は

合併の協議がまとまらず、とりあえず「組合村」として自治を進め、合併の道を探りま

した。 

膝子村区域のそれぞれの村の言い分は、というと、大谷村は、自分たちの地域は高台

にあるのに、低地で用排水路等の河川が多く、橋がたくさんある膝子、東宮下と一緒の

村になったら、その土木費用を自分たちも負担するのは負担が重すぎる、と主張しまし

た。また、猿ヶ谷戸村は、位置的にも費用負担にしても、（仮）膝子村より新村の大砂

土村と一緒になりたいと引きません。県はこれでは合併は無理とみて、とりあえず大谷

村に役場を置き、「大谷村外六村組合」と名付けました。ところが、組合名に「大谷」

と付けたことに、村の規模が大きい膝子村はもとより、他の村からも異議が強く、とて

も村の自治を円満に進められそうにありません。そこで、役場の位置は大谷村のままで、

組合村の名前を「膝子村外六村組合」と改称することにしました。 

結局、２３年後の大正２年になってようやく合併気運が高まり、村名も新たに「七里

村」として出発することになりました。 

 

 「七里村ト称セントスルハ七ヶ村ヲ合併シタルノ実ヲ表セントスルニ由ル」 （参

考・大宮市史４）                 

（東三番街 平山由喜）  

 



 

 

 


